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▲今ではこんなに賑やかな
　手仕事市

topics&reportまちの話題

今
月
の

　
明
治
時
代
に
は
、
廃
藩
置
県
や
欧
米

を
手
本
に
し
た
徴
兵
制
度
や
教
育
制

度
・
税
制
も
基
本
的
に
変
え
、
近
代
的

な
国
家
づ
く
り
が
進
み
ま
し
た
。

　
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
狭
義

で
は
明
治
改
元
に
当
た
る
明
治
元
年
旧
九
月
八
日
（
一

八
六
八
年
十
月
二
十
三
日
）
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
般
的

に
は
そ
の
前
年
の
大
政
奉
還
、
王
政
復
古
以
降
の
改
革
を
指
す

こ
と
が
多
く
、
終
了
時
期
に
つ
い
て
も
、
廃
藩
置
県
の
断
行
、

西
南
戦
争
の
終
結
、
内
閣
制
度
の
発
足
、
立
憲
体
制
の
確
立
ま

で
と
す
る
な
ど
の
諸
説
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
人
々
か
ら
は
、

主
に
大
政
奉
還
と
廃
藩
置
県
を
指
し
て
「
御
一
新
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　
明
治
と
い
う
表
現
は
、
『
易
経
』
の
「
聖
人
南
面
し
て
天
下

を
聴
き
、
明
に
嚮
い
て
治
む
」
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
元
号
は
一
八
六
八
年
旧
九
月
七
日
の
夜
、
天
皇
睦
仁
が
宮
中

で
、
儒
者
の
選
定
し
た
い
く
つ
か
の
元
号
候
補
か
ら
く
じ
で

「
明
治
」
を
選
び
、
翌
八
日
に
睦
仁
治
世
の
元
号
と
決
定
し
ま

し
た
。

　
新
し
い
時
代
を
目
に
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
坂
本
龍
馬
・

中
岡
慎
太
郎
・
武
市
瑞
山
な
ど
は
、
一
五
〇
年
後
の
現
在
を
ど

ん
な
風
に
思
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

め
い

じ

い

し
ん

ね
ん

明
治
維
新
か
ら
一
五
〇
年

季
節
の
風
景 

10
月

敬老の日 ご長寿訪問

第61回 金婚夫婦祝福式典

氏名（年齢） お住まい

故 井原 利男さんに叙位　
従五位授与

　今年も高知新聞企業の主催により、９月１日に金婚夫婦
祝福式典が県下５会場で開催されました。四万十町からは
金婚を迎えられた７組（出席は６組）のご夫婦が、土佐グ
ランディールで多くの方から祝福を受けられました。

　元大正町教育委員長で今年6月に
逝去された故井原利男さんの叙位伝
達式が 8月 27 日に四万十町役場で
行われました。
　このたび従五位に叙された井原さ
んは、昭和20年に教職に就かれ、
以来40年 7か月の長きにわたり教育
振興に貢献をされるとともに、退職後は大正町教育委員長など
の重職を歴任されました。
　こうした多年にわたる功績が認められ平成16年11月3日瑞宝
双光章を受賞、さらに今回の叙位の授与となりました。
　伝達式には、遺族の立野淳さんが出席し、中尾町長から位
記が手渡されました。

　９月１７日の敬老の日、中尾町長、森副町長、
健康福祉課長がご長寿の方 を々訪問しました。こ
の訪問は毎年行っているもので、今年は３４人の
方を対象に訪問し、長寿のお祝いをしました。な
お、本町の最高齢は仁井田にお住まいの１０９歳
の吉本常與さんです。

　
井
上
さ
ん
は
、今
年
３
月
に
四
万

十
町
役
場
を
退
職
さ
れ
、
N
P
O

法
人「
L
I
F
E
」を
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。「
L
I
F
E
」は
、
い
わ

ば
「
生
き
方
・
暮
ら
し
方
よ
ろ
ず

相
談
所
」で
、
名
刺
の
裏
に
記
し
て

あ
る「
自
然
に
倣
う 

人
に
寄
り
添

う 

暮
ら
し
を
提
案
す
る
」
と
い
う

考
え
方
の
も
と
、
移
住
・
定
住
支

援
、
人
材
育
成
、
観
光
、
イ
ベン
ト

運
営
、
農
業
者
支
援
、
子
ど
も
・

育
児
支
援
、
起
業
支
援
な
ど
を

行
って
い
く
と
い
う
N
P
O
で
す
。

　
井
上
さ
ん
は
、
作
屋
で
生
ま
れ

育
ち
ま
し
た
。七
里
小
学
校
か
ら

窪
川
中
学
校
、
窪
川
高
校
と
進
み
、

そ
の
後
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
高

知
市
内
に
あ
る
第
３
セ
ク
タ
ー
の

会
社
に
。そ
こ
で
1
年
間
在
籍
し

た
後
、
平
成
9
年
、
旧
窪
川
町
役

場
の
職
員
と
な
り
ま
し
た
。

　
役
場
職
員
と
し
て
の
21
年
間
で

井
上
さ
ん
は
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に

気
付
き
、学
ん
だ
と
い
い
ま
す
。そ
の

中
で
、
自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ

と
が
見
え
て
き
た
こ
と
と「
子
ど
も

と一緒
に
居
ら
れ
る
時
間
を
今
持
た

な
け
れ
ば
い
つ
持
つ
ん
だ
ろ
う
？
」と

い
う
思
い
か
ら
、
役
場
を
退
職
し
て

「
L
I
F
E
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

を
決
め
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
井
上
さ
ん
が
、役
場
在
職
中
に
立

ち
上
げ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

2
0
0
9
年
か
ら
始
ま
っ
た
四
万
十

手
仕
事
市
で
す
。奥
様
と
、
生
ま
れ

て
間
も
な
い
お
子
さ
ん
と
３
人
で
、

全
国
の
ク
ラ
フ
ト
系
の
イ
ベン
ト
に
足

を
運
ん
で
い
た
時
に
、
た
く
さ
ん
の

作
家
の
方
と
楽
し
そ
う
に
話
す
奥

様
を
見
て
い
て「
こ
う
や
って
、
作
家

の
方
と
繋
が
り
な
が
ら
作
品
を
手
に

す
る
と
、
同
じ
作
品
で
も
愛
着
が
深

ま
る
な
ぁ
・
・
・
四
万
十
町
で
も
や
っ

て
み
よ
う
」
と
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

有
志
６
人
で
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
1２
店
舗
ほ
ど
で
第
１
回
四
万

十
手
仕
事
市
が
始
ま
っ
た
の
で
し
た
。

そ
れ
が
今
年
の
10
月
7
日
で
第
19

回
を
数
え
る
こ
と
と
な
り
、
出
店
者

数
は
町
内
外
合
わ
せ
て
約
70
店
舗

に
な
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
井
上
さ
ん
の
中
に
「
ま
ず
自
分

が
楽
し
い
と
思
う
こ
と
か
ら
い
ろ

ん
な
こ
と
が
始
ま
る
」
と
い
う
「
生

き
る
コ
ツ
」
の
よ
う
な
も
の
が
見
え

て
き
ま
す
。

　
行
政
書
士
、四
万
十
町
就
農
・
定

住
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
顔

も
持
つ
井
上
さ
ん
。「
生
命
・
人
生
・

暮
ら
し
、
ど
れ
も
L
I
F
E
っ
て
い

う
ん
で
す
よ
ね
。人
々
の
L
I
F
E

を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
た
い
と
思
い
ま

す
」と
語
って
く
れ
ま
し
た
。 よしゆき

井上 義之さん
（宮内）

いのうえ

人
々
の
L
I
F
E
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
た
い

む
か

む
つ
ひ
と

四万夢多が県内外で四万十町をＰＲ
　チーム結成６年目となる今年は 8月10日、11日の2日間、高
知市で開催された「第65回よさこい祭り」に参加したほか、8月
26日に愛知県名古屋市で開催された「第20回にっぽんど真ん中
祭り」に高知県代表として参加し、約200万人の来場者の前で
踊りを披露し、四万十町をＰＲしてきました。
　今年度も県内外で開催される約30のイベントで演舞する予定と
なっていますので、今後とも温かいご声援をよろしくお願いします。

　チーム結成６年目となる今年は 8月10日、11日の2日間、高
知市で開催された「第65回よさこい祭り」に参加したほか、8月
26日に愛知県名古屋市で開催された「第20回にっぽんど真ん中
祭り」に高知県代表として参加し、約200万人の来場者の前で
踊りを披露し、四万十町をＰＲしてきました。
　今年度も県内外で開催される約30のイベントで演舞する予定と
なっていますので、今後とも温かいご声援をよろしくお願いします。

つね よ

すなお

十
月
と
思
ひ
こ
み
ゐ
て
不
義
理
せ
し
　
星
野
立
子

土居　明　（74）　享子（70）
吉村　武峯（83）　喜美（82）
山脇日出勇（75）　国子（75）
生田　操　（78）　民江（73）
坂本　功　（78）　京子（77）
吉岡　敏彦（76）　裕子（70）
中越　利幸（79）　裕子（71）

希ノ川
小　向
大　正
七　里
　〃
峰ノ上
向　川
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特集

　四万十町では、65歳以上の高齢者数は横ばいですが、若い方の人
口が減少しているため、高齢化率が年々上昇しています。要介
護者は1500人台で推移しています。

四万十町の人口
65歳以上
高齢化率

……17,317人
……………7,414人
……………４２．８％

（平成30年8月末現在）

利用者のみなさんの様子

65歳以上
42.8%

見
て
、
知
っ
て
、
考
え
る
。
四
万
十
町
の
今 〔お問い合わせ先〕   

  健康福祉課　地域包括支援センター　
　　　　　　　　　　　☎22-3385

〜
地
域
の
お
年
寄
り
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
い
き
い
き
活
動
〜来月号では、四万十町の文化財

について特集します！

地域住民の一人ひとりがいきいきと暮らせるまちづくり

介護予防

地域で支え合う
仕組みづくり

地域みんなで一緒に取り組む
介護予防活動

認知症対策

移動手段の確保
「四万十町高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画」より

　高齢になっても、住み慣れた
地域で自分らしく生活していく
ために、一人ひとりができる限り
介護予防に努めるとともに家庭
や施設で何らかの役割を持つこ
とが大切です。役割を持つこと
は生きがいや介護予防につなが
ります。介護予防を推進し、地域
で支え合う取り組みのひとつと
して宅老所があり、町内16か
所で活動を続けています！

　宅老所は町内16か所で開催しています。週に
一度、心が元気になる場所を見つけてみません
か。どなたでも参加できます。ぜひ一度足を運ん
でみてください！
※宅老所一覧は、宅老所新聞に掲載します。

●活動内容の決定、準備
●昼食やおやつの準備、買い出し
●参加者の交流の手助けや
　安全の配慮など
●いきいき百歳体操
　などの運動支援

地域のボランティア団体が中心
となって、地域の高齢者や自ら
の閉じこもり予防や運動機能の
低下の予防のため、おおむね週
に1回程度、集会所や民家などを
利用して運動、食事、および住民
交流など、介護予防に資す
る内容の活動を行う介護
予防拠点です。

　地域でがんばって活動を続
けている宅老所を、順に紹介し
ていきます。そして元気な高齢
者が担い手となって活躍する
地域づくりをすすめていきま
す。区長文書で回覧しますの
で、ぜひご覧ください。

宅老所とは

宅老所の地域づくり

ボランティアさんの役割

運 動

食 事交 流

介護
予防

　
民
生
委
員
と
し

て
地
区
を
回
っ
て
い

る
と
、集
い
の
場
ま

で
行
け
な
い
人
や
、

場
に
馴
染
め
な
い

人
た
ち
は
家
に
閉

じ
こ
も
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。「
10
年
後
も
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
つ

い
て
み
ん
な
で
集
ま
れ
る
場
所
」が
あ
っ
た
ら

い
い
ね
と
い
う
声
を
も
と
に
、自
分
の
地
域

で「
宅
老
所
」を
立
ち
上
げ
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。

　
声
を
か
け
た
人
か
ら
人
へ
話
が
広
が
り
、

30
人
近
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
っ
と
い
う
間

に
集
ま
り
ま
し
た
。地
域
の
声
掛
け
や
協
力

に
よ
り
広
ま
っ
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
昔
は
、お
祭
り
や「
巡
り
」と
い
う
行
事
が

あ
っ
て
、み
ん
な
で
料
理
を
作
っ
た
り
集
ま
っ

た
り
し
て
い
た
が
、今
は
地
域
の
集
い
が
希

薄
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。慣
れ
親
し
ん
だ
場

所
に
集
ま
る
こ
と
で
、高
齢
者
同
士
の
交
流

も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士

も
、ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら
馴
染
み
の
関
係

に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
１
人
で
は
何
も
で
き
な
い
で
す
が
、地
域

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
の
お
か

げ
で
宅
老
所
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

宅
老
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
声

『
10
年
後
も
集
ま
れ
る
場
所
に
』

ボランティアみんなの
協力のおかげです。

毎週1回、
ボランティアさん
同士で順を決めて
集まっています！

楽しく　明るく
今を健康に

お茶飲んで、みんなと話して、
ほんとにえい！気分がすっきり！

年1回の体力測定では、みんな年齢より若い！
来てくれる人が元気でいてくれるのが嬉しいです。

宅老所新聞を発行します！！

いきいき百歳体操や、
カミカミ百歳体操などを

続けています

目指して
います！ 四

万
十
町
の
高
齢
者

高
齢
者
支
援
の
分
野
で
重
点
的

に
取
り
組
む
べ
き
４
つ
の
課
題

気軽に見学に来てください！

　「自分たちの地域にも集まる場所がほしい」「宅老所に
ついて詳しく知りたい」と思われる方は、四万十町地域包
括支援センター（☎22-3385）までご相談ください。

宅老所の立ち上げを支援します！

　
宅
老
所
を
続
け
て
い
る

と
、地
域
の
こ
と
が
よ
く
わ

か
り
、地
域
で
の
会
話
が
増

え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。体

操
や
食
事
の
ほ
か
に
も
カ

ラ
オ
ケ
コ
ン
サ
ー
ト
や
小

学
生
と
の
交
流
な
ど
も
毎

年
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。１
年
に
１
回
の
体

力
測
定
の
結
果
を
見
て
、体

操
を
続
け
て
良
か
っ
た
と
も

思
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

の
協
力
の
お
か
げ
で
、今
の

活
動
が
継
続
で
き
て
い
ま

す
。

　
11
年
目
を
迎
え
大
変
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、そ
こ

に
行
け
ば
仲
間
が
お
り
、気

軽
に
話
し
た
り
体
操
し
た

り
で
き
る
場
所
と
し
て
、こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 中平 幸子さん

（宅老所：米奥なごみ会）

國元 豊美さん
(宅老所 ： 黒石百花)
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　町内をはじめ全国には、谷干城の功績を称える史跡が残されています。
この特集では、各地にある干城に関する史跡などを紹介し、干城を顕彰していきます。

　熊本城から車で30分ほど行ったと
ころにある資料館です。館の前には
弾痕跡が残る土蔵もあり西南戦争
の激戦が実感できます。館内は、
西南戦争の背景や経緯を分かりや
すく展示していて、干城の熊本城籠
城戦も説明しています。
　入口には「西郷隆盛」と「谷干城」
をモデルにした記念写真用の顔抜き
パネルがあり、両軍の大将になって
記念撮影ができます。

　四万十町の像は強化プラスチックですが、熊本は銅像です。熊
本の像も戦前に金属供出されましたが、明治100年（昭和44年）
を記念して再建されました。戦前の像、彫刻家「朝倉文夫」の作
品を復元しています。
　以前は、天守閣前に設置していま
したが、本丸御殿再建のため現在地
に移されました。「熊本市に貢献した
市長名がついた特別な公園。その中
央に移したのは市民が干城の功績を
認めているから」と、市役所の方はお
しゃっていました。

［ 第３回 ］ 維新～西南戦争（1868～1877）

谷干城
四万十町が生んだ偉人

谷 干 城 の 足 あと

谷干城の生涯 （著 ： 林 一將）

特
集

KANJO  TANI
　谷干城。私が最も尊敬する郷土の偉人の一人。矜持の人、
谷干城。

　過激な攘夷論者であった若者は、優秀な軍人を経て、政治
家となる。そして、西欧を視察し、国の将来に目を開いた。

　西欧を周る中で、日本という国が、将来のためにどうあるべ
きかを見つける。その思想は、自由な言論無き国は衰退する、
国際社会の不評を買うような過度の対外進出は日本の将来に
とってマイナスでしかない、という信念となり、それからの生涯、
決して変わることはなかった。貴族院を主戦場にして、居並ぶ
明治の元勲相手に一歩も引かず、意見を主張して止まない。
いつも念頭にあったのは、国の将来のこと。国民の将来のこと。
ほとんどの国民が、その空気感の中で賛成し、戦勝に沸き返っ
た日露戦争に、敢然と反対した谷干城。日露戦争に勝ったとし
ても、日本の領土的野心が列国の警戒心を強め、敵に回して
しまうことになる、という主張は、当時の政界やマスコミから嘲
笑われた。年寄りの妄言だと。しかし、決して論を変えない。矜持。

　日露戦争後に語った次の言葉は、その後の日本の歴史を
知って居る我々の胸に強く響く。

　「日本人は一般に馬鹿に見える、又狂気じみて居るようで
ある。どうも我輩にはそう見えるが、世間では『また谷は
頑固で馬鹿である』などと云っているかも知れぬ。しかし
何方が馬鹿であるか、狂気じみて居るかは、将来に於け
る事実の審判を受けねば知れぬが、一度は必ずわかる時
節が来るに相異ないから、刮目して見て居るがよいさ」

　言うべきは、相手が誰であれ、言う。決してポピュリズム（※）

に流されない。権力に迎合しない激烈な反骨精神。信念の
先には、国の、国民の幸せが必ずあった。

　今の日本に一番必要なのは、谷干城のような政治家だと思
う。

　今月、干城を語っていただくのは「ひまわり乳業（株）」の吉澤社長です。吉澤社長は歴史にも造詣も深く、干城
にも詳しいとお聞きし出筆をお願いしました。それでは、吉澤社長の干城像をご覧ください。

吉澤文治郎（南国市・ひまわり乳業（株）代表取締役社長）
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、
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方
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と
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、
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落
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。
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光
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戊
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め
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垣
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４
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。
こ
の

と
き
干
城
は
、「
藩
」
か
ら
「
国
」
を

中
心
と
し
た
体
制
に
代
わ
る
と
認
識
、

藩
兵
を
政
府
の
「
御
親
兵
」
に
す
る
べ

く
改
革
を
断
行
し
ま
し
た
。

　
６
月
に
は
、
藩
兵
を
率
い
政
府
に
出

仕
、「
兵
部
権
大
丞
」
を
拝
命
し
軍
務

に
尽
く
し
ま
す
。
翌
月
、
廃
藩
置
県

が
行
わ
れ
、
政
府
を
中
心
と
し
た
体

制
が
確
立
し
ま
す
。

3
最
初
の「
熊
本
鎮
台
司
令
長
官
」

　
明
治
５
年
、
政
府
は
兵
部
省
を
「
陸

軍
省
」「
海
軍
省
」に
改
め
、干
城
も「
陸

軍
裁
判
長
」、
翌
年
に
は
最
初
の
「
熊

本
鎮
台
司
令
長
官
」
に
転
じ
ま
す
。

　
干
城
が
熊
本
で
努
め
て
い
た
こ
ろ
、

中
央
で
は
征
韓
論
に
破
れ
た
西
郷
ら
が

下
野
、明
治
７
年
２
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３
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５
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台
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。
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司
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。
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３
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め
る

　
干
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台
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一
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し
て
西
郷
軍

に
あ
た
り
、
こ
れ
を
防
ぎ
ま
し
た
。
ま

た
、
干
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こ
の
窮
状
を
援
軍
に
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え

る
役
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「
谷
村
計
介
」
に
託
し
ま
す
。

彼
は
役
目
を
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た
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、
援
軍
を
田
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ま
で
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に
戦
死
し
ま
し
た
。
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ま
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い
中
、
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草
で
お
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作
る
な
ど
干
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や
兵
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ま
す
。

　
こ
う
し
て
干
城
ら
が
五
十
余
日
、

城
を
死
守
し
た
こ
と
で
西
郷
軍
の
敗
走

に
つ
な
が
り
、
干
城
の
名
は
日
本
中
に

知
れ
渡
り
ま
す
。
　
　
　
　（
つ
づ
く
）

軍人・干城

熊本城で西郷軍と対峙

熊本鎮台司令長官
の辞令（明治6年）

　平成30年（2018）は、明治維新（1868）から150年目にあたります。
　四万十町通信は、幕末の志士・明治の元勲「谷干城」の生涯や史跡などを８月から４回に
わたり紹介しています。今回の「谷干城の生涯」は、干城の名を全国に知らしめた「西南戦争」
までの活躍を紹介します。

たにかんじょう

熊本市の谷干城銅像

谷干城 銅像（熊本市高橋公園内） 田原坂西南戦争資料館（熊本市北区植木町）

干城と「西郷どん」で
記念撮影

熊本県

干城の別荘地跡（高知市三谷）から高知市街を
眺める吉澤社長

矜持の人　
きょう じ

戊辰戦争での
干城の軍功を賞する
藩主の感状

（高知城歴史博物館）

かつもく

「軍人亀鑑碑」
谷村計介の功績を
称え干城が建立

（東京都九段会館前）

（※）大衆に迎合して人気をあおる政治姿勢
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informationお知らせ topics&reportまちの話題

平成30年度とおわ近未来カフェ開催報告

木工教室

海外研修から帰国しました！

興津・志和地区津波避難訓練

　9月1日、十和の協力隊が企画
し、町共催で「とおわ近未来カ
フェ」が開催されました。
　徳島県上勝町より、地域再生
コンサルタントとして活躍されてい
る大西正泰さんを講師としてお招
きし、過疎地が生き抜いていくためのアイデアやほかの地域の特色
ある取り組みを紹介していただきました。現在の四万十町が抱える
課題や、新たな取り組みに向き合ういい糸口になりました。また十和
の協力隊として活動している笹倉、熊沢の両隊員による活動報告も
あり、それぞれの生産現場からの生の声を住民の方に届けるいい機
会になりました。具体的にはまだ決まっていませんが、このような寄り
合いの機会は継続していく方針です。

　9月1日、十和の協力隊が企画
し、町共催で「とおわ近未来カ
フェ」が開催されました。
　徳島県上勝町より、地域再生
コンサルタントとして活躍されてい
る大西正泰さんを講師としてお招
きし、過疎地が生き抜いていくためのアイデアやほかの地域の特色
ある取り組みを紹介していただきました。現在の四万十町が抱える
課題や、新たな取り組みに向き合ういい糸口になりました。また十和
の協力隊として活動している笹倉、熊沢の両隊員による活動報告も
あり、それぞれの生産現場からの生の声を住民の方に届けるいい機
会になりました。具体的にはまだ決まっていませんが、このような寄り
合いの機会は継続していく方針です。

　９月２日、興津と志和で津波避難訓練が行われました。
　当日は午前９時に土佐沖でマグニチュード9.0の南海トラフ地震が発生したことに
よる津波を想定し、両地区合わせて426名が津波避難タワーや高台の避難広場へ
避難しました。
　訓練終了後には、避難所開設訓練や自主防災組織総会が行われました。

　９月２日、興津と志和で津波避難訓練が行われました。
　当日は午前９時に土佐沖でマグニチュード9.0の南海トラフ地震が発生したことに
よる津波を想定し、両地区合わせて426名が津波避難タワーや高台の避難広場へ
避難しました。
　訓練終了後には、避難所開設訓練や自主防災組織総会が行われました。

　カナダ・カルガリー研修へ８月６日に出発した生徒
11名と引率者２名は、８月20日に無事帰国しました。
　初めての海外暮らしでは、英語漬けの毎日に課外
活動、そして Japanese Festival ”Omatsuri”へ
のイベント参加など、さまざまなことにチャレンジし、
充実した２週間でした。
　この貴重な体験にふれ、彼らの新たな一歩を踏み
出す勇気となりました。本事業に携わっていただいた
関係者の皆さま、温かく迎えていただいたカルガリー
のホストファミリーや市民の方 に々感謝を申し上げます。

　カナダ・カルガリー研修へ８月６日に出発した生徒
11名と引率者２名は、８月20日に無事帰国しました。
　初めての海外暮らしでは、英語漬けの毎日に課外
活動、そして Japanese Festival ”Omatsuri”へ
のイベント参加など、さまざまなことにチャレンジし、
充実した２週間でした。
　この貴重な体験にふれ、彼らの新たな一歩を踏み
出す勇気となりました。本事業に携わっていただいた
関係者の皆さま、温かく迎えていただいたカルガリー
のホストファミリーや市民の方 に々感謝を申し上げます。

　８月21日、第３回育成事業「木工教室」に町内の小・中学生 50 名と保
護者 24 名が参加しました。今回の育成事業は、夏休み工作教室の一環と
して開催し、須崎市森林組合のご協力により、貯金箱、ＣＤラック、小物入
れの中から好きな物を1点選びました。低学年は、保護者に手伝ってもらい、
高学年や中学生は、頑張って金槌でたたきながら工作し、絵具やニスを塗っ
て、オリジナルの作品に完成させました。

　８月21日、第３回育成事業「木工教室」に町内の小・中学生 50 名と保
護者 24 名が参加しました。今回の育成事業は、夏休み工作教室の一環と
して開催し、須崎市森林組合のご協力により、貯金箱、ＣＤラック、小物入
れの中から好きな物を1点選びました。低学年は、保護者に手伝ってもらい、
高学年や中学生は、頑張って金槌でたたきながら工作し、絵具やニスを塗っ
て、オリジナルの作品に完成させました。

第３回育成事業

omatsuri
おまつり

ルイーズ湖をバックに

避難者受付の様子

　平成31年度の個人住民税（平成30年分所得税）より、配偶者控除と配偶者特別控除の控除額などが次のように
適用されます。
　確定申告や町申告の際などお間違いのないようにお願いします。

 〔お問い合わせ先〕  税務課　☎22-3116  

配偶者控除と配偶者特別控除が一部改正されました

【配偶者特別控除の配偶者の所得限度額を引き上げ】
　配偶者特別控除を適用できる配偶者の所得限度額が引き上げられました。

【納税者本人の所得制限】
　配偶者控除・配偶者特別控除を受ける納税者本人に所得制限を設け、合計所得金額が900万円を超える場合は
次のとおり控除額が低減・消失する仕組みになりました。

33

6
3
0

31

26

21

16

11

※老人配偶者控除の場合、
　38万円（現行制度どおり）

配偶者の給与収入
（合計所得金額）
（万円）

配偶者控除※ 配偶者特別控除（万円）

155（90）

160（95）

103
（38）

141
（76）

201
（123）

167（100）

175（105）

183（110）

190（115）
197（120）
201（123）

びわこオープン全国ジュニア
ソフトボール大会 優勝報告
　８月２８日、「びわこオープン全国ジュニア
ソフトボール大会」で優勝した高知県選抜
チームＡＬＬ ＫＯＣＨＩの監督・コーチ・町
内選抜選手７名が中尾町長・川上教育長
に、優勝報告を行いました。

　８月２８日、「びわこオープン全国ジュニア
ソフトボール大会」で優勝した高知県選抜
チームＡＬＬ ＫＯＣＨＩの監督・コーチ・町
内選抜選手７名が中尾町長・川上教育長
に、優勝報告を行いました。

改正前

改正後

配偶者の所得限度額
を引き上げ

税
の
控
除
と
社
会
保
険
の
被
扶
養

者
に
該
当
す
る
条
件
と
は
所
得
限

度
額
が
異
な
り
ま
す
。

収
入
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会

保
険
の
扶
養
が
外
れ
た
り
、
扶
養
手
当

が
対
象
外
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、勤
務
先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
額
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改 正 前
配偶者の

合計所得金額
38 万円以下

納税者本人の
合計所得金額

制限なし

一般の配偶者 33 万円
老人の配偶者 ( ※ ) 38 万円

改 正 前

配偶者の
合計所得金額

納税者本人の
合計所得金額

1,000 万円以下

38 万円超　 45 万円未満 33 万円
45 万円以上 50 万円未満 31 万円
50 万円以上 55 万円未満 26 万円
55 万円以上 60 万円未満 21 万円
60 万円以上 65 万円未満 16 万円
65 万円以上 70 万円未満 11 万円
70 万円以上 75 万円未満 6 万円
75 万円以上 76 万円未満 3 万円
76 万円以上 0 円

改 正 後
配偶者の

合計所得金額
38 万円以下

納税者本人の合計所得金額

900 万円以下 900 万円超
950 万円以下

950 万円超
1,000 万円以下

一般の配偶者 33 万円 22 万円 11 万円
老人の配偶者 ( ※ ) 38 万円 26 万円 13 万円

改 正 後

配偶者の
合計所得金額

納税者本人の合計所得金額

900 万円
以下

900 万円超
950 万円以下

950 万円超
1,000 万円以下

38 万円超 90 万円以下 33 万円 22 万円 11 万円
90 万円超 95 万円以下 31 万円 21 万円 11 万円
95 万円超 100 万円以下 26 万円 18 万円 9 万円
100 万円超 105 万円以下 21 万円 14 万円 7 万円
105 万円超 110 万円以下 16 万円 11 万円 6 万円
110 万円超 115 万円以下 11 万円 8 万円 4 万円
115 万円超 120 万円以下 6 万円 4 万円 2 万円
120 万円超 123 万円以下 3 万円 2 万円 1 万円
123 万円超 0 円 0 円 0 円

※その年12月31日現在の年齢が 70 歳以上の人

※合計所得金額が 1,000 万円を超える納税者は、配偶者控除
　および配偶者特別控除の適用を受けることはできません。

■配偶者特別控除の控除額

■配偶者控除の控除額
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■
平
成
30
年
７
月
豪
雨
被
害
お
よ

び
被
災
地
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

去
る
６
月
28
日
か
ら
７
月
８
日
ま
で

の
豪
雨
に
つ
い
て
は
、
四
国
地
方
の
総

降
水
量
が
１
８
０
０
ミ
リ
と
な
り
、
西

日
本
の
各
地
で
７
月
の
平
均
降
水
量
の

２
～
４
倍
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
本
県
の
東
部
と
西
部
、
愛
媛

県
、
広
島
県
、
岡
山
県
な
ど
は
、
記
録

的
な
大
雨
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
お
り
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
方
に

は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

幸
い
に
も
本
町
で
は
、
甚
大
な
被
害

は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
７
月
７
日

か
ら
７
月
８
日
に
か
け
て
１
０
０
～

２
０
０
ミ
リ
弱
の
大
雨
を
記
録
し
た
地

域
が
あ
り
、
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す

の
で
、ま
ず
、そ
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　

公
共
土
木
災
害
の
発
生
状
況
に
つ
い

て
は
、
河
川
災
害
が
31
件
、
道
路
災
害
が

14
件
、
橋
梁
災
害
が
１
件
の
合
計
で
46

件
、
被
害
総
額
は
約
３
億
９
千
４
５
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
農
業
土
木
災
害
に
つ
い
て
は
、

18
件
発
生
し
て
お
り
、
被
害
総
額
は
約

１
億
３
千
７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
補
正
予
算
に
計
上
し
、
可
能
な
限
り

早
期
の
復
旧
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
７
月
の
豪
雨
以
降
、
８

月
の
台
風
19
号
お
よ
び
20
号
の
影
響
に

よ
り
、
８
月
23
日
の
朝
に
発
生
し
ま
し

た
、
町
道
大
道
日
吉
線
の
大
規
模
な
山

手
崩
壊
に
つ
い
て
、
合
わ
せ
て
報
告
し

ま
す
。

　
被
災
場
所
は
、番
所
谷
奥
５
０
０
メ
ー

ト
ル
付
近
で
、
全
面
通
行
止
め
と
な
っ

た
た
め
奥
大
道
地
区
の
５
世
帯
12
人
が

孤
立
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
立

木
の
伐
採
や
仮
設
道
の
開
設
な
ど
に
よ

り
、
８
月
27
日
か
ら
徒
歩
で
の
通
行
は

可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
同
日
以
降
、

十
和
中
心
部
か
ら
通
行
止
め
地
点
ま
で

の
臨
時
バ
ス
を
運
行
し
、
住
民
の
交
通

手
段
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
現
在
ま
で
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
、
他
市
町
被
災
地
へ
の
支

援
・
今
後
の
支
援
予
定
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

　

７
月
の
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
は
、
先

に
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
全
国
的
な

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
大
き
な
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
地
域
の
中
に
は
、
友
好
交

流
都
市
で
あ
る
岡
山
県
高
梁
市
が
含
ま

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
７
月
７
日
か
ら

15
日
ま
で
の
間
、
急
き
ょ
職
員
８
名
を

派
遣
し
、給
水
作
業
な
ど
の
支
援
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
内
に
お
い
て
も
、
多
く
の
市
町
村

に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
７
月
12
・
13
日
に
は
、
大
月
町

に
職
員
15
名
を
派
遣
し
、
災
害
ご
み
の

撤
去
作
業
や
浸
水
地
の
消
毒
作
業
な
ど

の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
初
旬
に
は
、
総
務
省
自
治
行
政

局
か
ら
高
知
県
市
町
村
振
興
課
を
通
じ

て
災
害
復
興
に
長
期
間
を
要
す
る
地
域

へ
の
支
援
要
請
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

９
月
３
日
か
ら
28
日
ま
で
の
間
、
道
路
、

河
川
な
ど
の
災
害
復
旧
に
係
る
災
害
査

定
の
発
注
・
監
督
な
ど
に
関
す
る
業
務

を
支
援
す
る
た
め
、
愛
媛
県
宇
和
島
市

に
職
員
１
名
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
幡
多
郡
大
月
町

の
災
害
復
旧
に
要
す
る
期
間
が
来
年
９

月
末
ま
で
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
他
の
自
治
体
と
連
携
し
て
支

援
を
行
う
こ
と
と
し
、
本
年
12
月
か
ら

来
年
３
月
ま
で
の
４
か
月
間
、
職
員
を

派
遣
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
る

状
況
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
公
共
土
木
、
農

業
土
木
災
害
を
は
じ
め
小
規
模
災
害
な

ど
は
発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、
着
実
に

復
旧
作
業
を
進
め
な
が
ら
、
そ
の
他
、

復
興
支
援
業
務
を
必
要
と
す
る
自
治
体

に
対
し
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
本
町
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ（
ア
イ・オ
ー・

テ
ィ
ー
）
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
と
は
、
日
本
語
で
「
モ
ノ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
訳
さ
れ
、
従
来

の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
と
い
っ
た
情

報
通
信
機
器
だ
け
で
な
く
、
自
動
車
や

家
電
製
品
と
い
っ
た
“
身
の
回
り
の
あ

ら
ゆ
る
「
物
」
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
つ
な
が
る
仕
組
み
”
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
実
現
す
る
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に

よ
り
、
防
災
や
福
祉
、
農
林
業
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
課
題
解
決
や
、

生
産
性
・
品
質
の
向
上
と
い
っ
た
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
で
は
、
全
国
各
地
・

各
分
野
で
の
実
証
・
実
装
事
業
な
ど
を

通
じ
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
・
地
域

課
題
の
解
決
に
よ
る
「
地
域
経
済
と
地

方
創
生
の
好
循
環
」
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
高
知
県
で
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
室
を
設

置
し
、
企
業
や
大
学
と
連
携
し
な
が
ら

高
知
な
ら
で
は
の
課
題
解
決
や
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立
と
雇
用
の

創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
町
で
は
、
役
場
内

に
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
設
置
し
、
福
祉
や
防
災
、
農
林

水
産
業
と
い
っ
た
分
野
ご
と
に
検
討
を

進
め
て
お
り
、
本
議
会
定
例
会
に
予
算

計
上
し
て
い
る
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
実
装
推
進
事

業
」
で
は
、ド
ロ
ー
ン
や
各
種
セ
ン
サ
ー

を
活
用
し
た
水
稲
や
生
姜
圃
場
の
監
視
・

栽
培
管
理
な
ど
の
実
証
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
防
災
の
分
野
で
は
河
川

水
位
セ
ン
サ
ー
の
設
置
、
福
祉
分
野
で

は
高
齢
者
の
見
守
り
、
有
害
鳥
獣
対
策

で
は
追
い
払
い
や
罠
の
セ
ン
サ
ー
設
置
、

四
万
十
川
の
保
全
活
用
で
は
カ
ワ
ウ
対

策
と
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て

も
、
高
知
県
や
企
業
と
の
連
携
に
よ
り

進
め
て
お
り
、
新
た
な
分
野
で
の
活
用

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
引
き
続
き
各

分
野
で
の
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

■
県
立
高
等
学
校
再
編
振
興
計
画

「
後
期
実
施
計
画
」
に
つ
い
て

　

県
立
高
等
学
校
の
再
編
振
興
を
実
現

す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か
ら
平
成
35

年
度
ま
で
の
具
体
的
な
取
組
内
容
を
定

め
る
県
立
高
等
学
校
再
編
振
興
計
画
後

期
実
施
計
画
の
策
定
協
議
で
は
、
本
町

の
窪
川
高
校
と
四
万
十
高
校
の
２
校
が

高
吾
地
区
の
再
編
対
象
校
と
し
て
議
論

さ
れ
、
近
く
最
終
の
と
り
ま
と
め
案
が

示
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
の
中
間
と
り
ま
と
め
で
示
さ
れ

た
、「
現
状
維
持
」、「
統
合
し
て
キ
ャ
ン

パ
ス
制
」、　
「
１
校
に
統
合
」
の
３
つ
の

案
を
受
け
て
７
月
13
日
お
よ
び
17
日
に

開
催
さ
れ
た
県
教
育
委
員
会
協
議
会
の

地
域
会
で
は
、
地
理
的
条
件
や
家
庭
環

境
な
ど
の
ほ
か
、
地
域
の
活
性
化
に
も

必
要
な
地
元
高
校
の
存
在
は
大
き
く
、

地
域
に
学
校
を
残
し
た
い
と
い
う
強
い

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
と
し
て
も
、
最
終
検
討
案

と
さ
れ
て
い
る
「
現
状
維
持
」、「
統
合

し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
制
」
の
２
つ
の
案
に

対
し
、
地
元
高
校
の
応
援
策
も
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
振
興
策

も
検
討
中
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本

計
画
期
間
中
は
「
現
状
維
持
」
を
推
進

し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
県
に
申
し

添
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
な
ど
を
受
け
８
月
29

日
に
開
催
さ
れ
た
同
協
議
会
で
は
、
当

面
は
両
校
を
存
続
さ
せ
る
方
向
で
意
見

が
ま
と
ま
り
、
存
続
の
た
め
の
生
徒
数

な
ど
の
要
件
も
検
討
さ
れ
、
９
月
に
最

終
決
定
さ
れ
た
後
、
意
見
公
募
が
実
施

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
数
の
減
少
が
続
く
厳
し
い
状
況

が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
地
域
創
生
の
拠

点
と
し
て
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
も

必
要
な
地
元
高
校
を
存
続
さ
せ
て
い
く

と
い
う
強
い
意
志
と
責
任
を
も
っ
て
、

町
全
体
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

議
会
お
よ
び
住
民
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
地
元
高
校
の
現
状
に
さ

ら
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
、
こ
の
地

域
で
学
び
育
つ
子
ど
も
た
ち
の
、
よ
り

良
い
教
育
環
境
の
充
実
に
向
け
、
一
層

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
四
万
十
町
高
校
生
海
外
研
修
に

つ
い
て

　

四
万
十
町
高
校
応
援
大
作
戦
の
一
環

と
し
て
、
８
月
６
日
か
ら
８
月
20
日
ま

で
の
15
日
間
、
カ
ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ
ー

で
、
本
町
で
初
め
て
と
な
る
高
校
生
の

海
外
研
修
を
実
施
し
、
同
研
修
に
参
加

し
た
生
徒
11
名
、
引
率
２
名
の
計
13
名

は
、
無
事
全
て
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

終
え
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
つ
く
り

帰
国
し
ま
し
た
。

　
参
加
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、町
営
塾
「
じ

ゆ
う
く
。」
で
５
月
か
ら
の
事
前
研
修
を

経
て
、
海
外
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
生
活

の
中
、
新
し
い
こ
と
、
難
し
い
と
感
じ

る
こ
と
に
自
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
英
語

学
習
の
意
欲
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
あ

ら
た
め
て
日
本
や
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め

直
す
き
っ
か
け
に
も
つ
な
が
っ
た
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

10
月
３
日
に
は
、
帰
国
後
の
報
告
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
貴

重
な
体
験
を
通
し
て
成
長
し
た
生
徒
た

ち
の
様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
旧
大
奈
路
保
育
所
を
活
用
し
た

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
に
つ

い
て

　

高
知
県
と
連
携
し
た
企
業
誘
致
活
動

に
よ
り
、
本
町
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
へ

の
入
居
を
検
討
し
て
い
る
企
業
が
あ
る

こ
と
か
ら
、そ
の
受
入
れ
の
た
め
、現
在
、

廃
園
と
な
っ
て
い
る
旧
大
奈
路
保
育
所

の
活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
企
業
の
入
居
に
よ
り

新
た
な
雇
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
や
、

同
施
設
の
あ
る
大
正
大
奈
路
地
区
の
活

性
化
に
も
繋
が
る
も
の
と
考
え
、
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
と
企
業
の
誘
致
に

向
け
て
、
高
知
県
や
企
業
側
と
の
協
議

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、企
業
側
も
同
施
設
を
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活
用
し
、
高
知
県

の
関
連
事
業
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
事

業
展
開
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
事
業
の
推
進
に
ご
協
力
い

た
だ
く
大
正
大
奈
路
地
区
の
皆
さ
ま
に

は
、
先
日
、
地
区
行
事
の
後
に
概
要
説

明
を
行
い
、
今
後
も
引
き
続
き
区
長
文

書
で
の
周
知
な
ど
に
よ
り
調
整
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



informationお知らせ informationお知らせ

■公売とは           
　「公売」とは、滞納税に充てるために差し押さえをした財産を売却することです。具体的には、公売会場におい
て見積価額以上の金額を入札していただき、最高価額の入札者に売却していくもので、裁判所の行っている競売に
類したものです。

■高幡租税債権管理機構および須崎市、四万十町の方針
　行政サービスを支える財源の確保に向けて、差し押さえした財産は、随時、公売を行って税収に充てています。
滞納の解消、税収確保のために多くの皆さんの参加をお待ちしています。

■合同公売会           
　日時：11月15日（木）　開場：午後１時30分　　入札：午後２時～
　会場：須崎市総合保健福祉センター2階会議室　        
　今回は、高幡租税債権管理機構および須崎市、四万十町の合同公売会の形式で、雑種地や農地などを売却しま
す。なお、公売物件の所在地は須崎市、四万十町になります。

◆注意事項
　保証金納付期限……11月15日（木）午後２時 （保証金は見積価額の
　　　　　　　　　　約10％と定められています。）
　買受代金納付期限…11月22日（木） 午後２時 （買受代金は落札額
　　　　　　　　　　 から保証金を控除した金額です。）
　所有権移転登記……費用負担と住民票などの提出を条件として、
　　　　　　　　　　 執行機関が代行することができます。

 〔お問い合わせ先〕 
　高幡租税債権管理機構（須崎市山手町１-７） ☎0889-40-0911
　須崎市役所税務課（須崎市山手町1-7）　    ☎0889-42-1291
　税務課　☎22-3116  

高幡租税債権管理機構および須崎市、四万十町からのお知らせ

税金滞納で差し押さえた不動産5物件を公売します！

■公売物件

１
２
３
４
５

雑種地
宅　地
雑種地
宅地・居宅
宅地・居宅

1,370.00 
413.02 
470.00 
251.66 
129.36 

500 
64 
66 
226 
300 

5,000 
639 
653 
2,259 
3,000 

－
－
－
－

133.91 

－
－
－

82.49 
153.12 

－
－
－
－
－

－
－
－
－
－

番号 所在地 地目・
種類等

登記床面積
１階 (㎡ )

登記床面積
２階以外 (㎡ )

見積価額
（千円）

保証金
（千円）

指定の状況

都計法 農振法
登記地積
(㎡ )

須崎市

※表のうち、1番は須崎市、2番から4番は四万十町、5番は高幡租税債権管理機構が出品する物件です。 
※各物件について、状況によって公売が中止になる場合があります。 
※公売や物件の詳細は、高幡租税債権管理機構のホームページの閲覧もしくは下記連絡先にお尋ねください。 
※公売物件の「現地案内」は、個別に対応します。 

 

■入札に必要なもの
全　員

代理人

●委任状

●保証金［見積価額の約10%］
　※現金に限ります。

●運転免許証など身分を証するもの
●印鑑（認印）

行政のサービスは、
皆さんの税金で支えられています！

浦ノ内 
弘　見 
飯ノ川 
興　津 
新開町 

四万十町

四 万 十 町

― ％
  

― ％
  

― ％
  
  

― ％
  

― ％
  

― ％
  
  
  

財政健全化法に基づく健全化判断比率などを公表します

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、平成29年度決算に基づく「健全化判断比率」ならびに公
営企業会計ごとの「資金不足比率」を公表します。この法律は、地方公共団体の財政状況を指標として算定・公表し、
健全化の状況をより明らかにするためのものです。
　本町における「健全化判断比率（４指標）」と「資金不足比率」は、いずれも下表のとおり健全化法の基準である「早
期健全化基準（経営健全化基準）」を下回っており、現時点では適正な水準にあります。今後も総合振興計画に位置
づけられた将来像に向け、健全な財政を維持していきます。

　健全化判断比率（資金不足比率）とは、地方公
共団体における財政の健全性を示す基準の一つ
で、地方公共団体の財政状況を統一的な指標で明
らかにし、必要に応じて早期に是正を行うことに
より、地方公共団体の財政破綻などを未然に防ぐ
ことを目的としています。
　各指標には、財政規模などによって「早期健全
化基準（経営健全化基準）」と「財政再生基準」と
いった基準が定められており、健全化判断比率の
いずれかが「早期健全化基準」以上となった場合、
または資金不足比率が「経営健全化基準」以上と
なった場合は財政健全化計画を策定し、健全化に
向けて計画的に取り組まなければなりません。ま
た、健全化判断比率のいずれかが「財政再生基準」
以上となった場合は、いわゆる赤字再建団体とな
り、財政再生計画を策定し、国などの関与による
確実な再生が求められることになります。

※ 早期健全化基準（経営健全化基準）および財政再生基準は、いずれも平成29年度決算に対する基準を表示しています。                      
※ 各指標の算定資料の書類などは、総務課（財政班）に備えています。

※ 「①実質赤字比率」および「②連結実質赤字比率」は赤字がないため、また「④将来負担比率」については実質的な将来負担額がない
　ため、いずれも「―」で表示しています。                     

※⑤資金不足を生じた会計はなく、算定されませんでした。
　（資金不足額がないため「―」で表示しています。）

■健全化判断比率

健
全
化
判
断
比
率

指　　標

公営企業会計名

備　考（ 説 明 ）

①実質赤字比率 
     
②連結実質赤字比率 
     
③実質公債費比率
     
④将来負担比率
     

一般会計などの実質赤字比率

全ての会計の実質赤字比率

公債費および公債費に準じた経費の
比重を示す比率

四 万 十 町 [上段 ] 早期健全化基準
[下段 ] 財政再生基準

地方債残高のほか一般会計等が将来
負担すべき実質的な負債を捉えた比率

■資金不足比率

⑤
資
金
不
足
比
率

経営健全化
基準

水道事業会計

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

指

　標

20.00 %

〔お問い合わせ先〕　総務課　☎22-3111 ※各指標とも、数値が低い（または算定されない）ほど
　財政状況が健全であることを示しています。

農業集落排水事業
特別会計 ― ％ ― ％

次回11月号では「平成29年度決算の
概要」についてお知らせします。

財政健全化法に基づく
健全化判断比率等について

29年度
決算

28年度
決算

29年度決算 28年度決算

― ％
  

― ％
  

8.6 ％
  

―  ％

― ％
  

― ％
  

8.0 ％
  

― ％

13.58 ％
20.00 ％
18.58 ％
30.00 ％
25.0 ％
35.0 ％
350.0 ％
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informationお知らせinformationお知らせ 四万十町人事行政　　の運営等の状況
 「四万十町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」の規定に基づき、四万十町における平成２９年度人事
行政の運営等の状況を公表します。

【分限処分】職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行われる、職員の意に反
する不利益な身分上の変動をもたらす処分。

■職員の任免および職員数に関する状況　
（1）職員数の状況

（2）任用・退職の状況

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤務員を除いています。

※条例の規定により任命権者が認める場合に限り、例外的に営利企業
　などに従事する許可を得ることができます。

（各年4月1日現在）

部　門

正規の勤務時間

7時間45分（週38時間45分）

8：30～17：15

休憩時間

12：00～13：00

区　分

有給休暇

夏季休暇

付与日数

年間20日

3日

取得状況

平均12.2日

平均2.9日

備　考

無給

議　会 4
36

17
15

14

0
1
1

4
35

17
15

25
17
16
220

0
4
0
7

25
13
16
213

29
5
1
18
53
302

2
▲1
0

▲1
0
5

27
6
1
19
53
297

58 0

0
0

58

総　務
企　画
住　民
税　務

農林水産
商　工
土　木
小　計

病　院
水　道
下水道
その他
小　計

教　育

民　生

区　分
職 員 数 対前年

増減数 主な増減理由
30年29年

一
般
行
政
部
門

会
計
部
門

公
営
企
業
等

合　計

任　用
一般職
11

普通退職

9

土木技術職
2

保健師
2

看護師
2

医療職
1

定年退職

3

計
18

計

13

その他
（在職期間の通算によるもの）退　職

・事務配分の見直し（▲１）　 ・組織の改革に伴う増（２）

・組織の改革に伴う増（４）

・職員の退職不補充（▲２）

・看護師の拡充による増（２）

・企業会計から一般会計へ（▲１）

・職員の退職不補充（▲１）

18 117

29 ▲231

・企業会計から一般会計へ（１）

■職員の勤務時間その他の勤務条件に関する状況 ■職員の休業に関する状況

■職員の服務の状況
（1）営利企業などの従事許可申請の状況

■職員の研修および人事評価の状況
（1）職員の研修の状況（職種別研修を除く）

■職員の福祉および利益の保護の状況
（1）職員の福利厚生事業の状況

（2）公務災害補償の申請状況 ■高知県人事委員会からの状況報告

■職員の分限および懲戒処分の状況
（1）分限処分の状況

【懲戒処分】職務上の義務違反など、公務員としてふさわしくない非行があった場合に行われる処分。

（2）懲戒処分の状況

1

子が3歳に達する
までの期間

取得者数
11人育児休業

区　分

心身の故障

降任

0件

免職

0件

休職

2件

降給

0件

計

2件

計

0件

区　　分

地方公務員法等に違反

区　分

公務災害

職員の勤務条件に関する措置の要求
職員に対する不利益処分に関する不服申立

要求件数　0件
申立件数　0件

件　数

2件

公務災害の概要

蜂刺症、通勤災害

許可件数

研修機関

事　項 対象者等
四万十町

【特記事項】　高知県市町村互助会会員数　３００人　（平成29年4月１日現在）

高知県
市町村互助会

希望職員
実施金額
1,020,764円

該当職員・希望職員
給付事業・短期人間ドックの利用助成・
保養施設利用助成・厚生事業・貸付事業・
退職福祉部事業・団体定期保険事業

16,966,500円
（内会員掛金額）
10,771,600円

法定健康診断

勤勉手当 昇　　給
上位
０．３５％分布率

標準
９９．３％

下位
０．３５％

上位
０％

標準
９９．３％

下位
０．7％

こうち人づくり広域連合

(公社)高知県建設技術公社
高知県産学官民連携センター

高知県（高知県職員能力開発センター）

高知市

研修区分 研修内容 受講者

115名

53名

1名

1名

階層別
研修

能力向上・
開発研修

地域力
創造研修 広域連合企画

3名

3名

40名

180名

87名

28名

25名

30名

政策研究
共同事業 政策研究共同事業、政策づくり入門研修

土木技術職員初任者研修―
1名

5名

土佐まるごと立志塾（全6回）

マニュアル作成、企画をカタチにて伝えるコツ、ファシリテーション

―

―

公共施設マネジメント講習会―
Ｔ－ＰＥＣ

町独自の主な研修

ストレスチェック制度職員説明会―

―

31件（農業や地区総代などが含まれます）

※法律または条例の定めに該当する場合、限定的にその職務専念義務
　免除が認められています。

（2）職務専念義務免除の状況

（2）人事評価の状況

区　　　分

厚生に関する計画の実施に参加する場合

その他特別の事由がある場合

承認件数

11件

0件

平成２８年度から、職員の能力と業績に基づく人事評価制度を本格実施し、その評価結果を
勤勉手当と昇給に反映しています。また、人事異動、人材育成などに活用しています。

〔お問い合わせ先〕　総務課　☎22-3111

衛　生

13 ・職員の退職不補充（▲１）　・派遣職員の増（２）

部
門

行
政

特
別

減給

0件

停職

0件

免職

0件

戒告

0件

Ｈ29.1.1～Ｈ29.12.31

新規採用、５年目、１０年目、係長、課長補佐、課長、基本研修（一般）、
基本研修（管理職）、トップセミナー

自治体法務入門、政策法務入門、行政不服審査法、複式簿記、決算書
の見方、行財政、先進地、滞納整理、人事・研修担当者、契約事務基
礎、文書事務、パソコン集合、ｅ-ラーニング、クレーム対応力向上、管理
職のためのメンタルヘルス、意識改革セミナー、男女共同参画セミナー

地方自治法、地方公務員法研修

予算書の見方研修

人事評価制度　期中面談研修

人事評価制度　業績・能力評価研修

接遇研修

勤勉手当と昇給への反映状況（平成29年度の評価結果の反映）
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informationお知らせinformationお知らせ

工　事　名　等 工事場所等 落札業者名 契約金額（円） 工    期
６,０１５,６００
２１,８０５,２００
２９,９１６,０００
１３,１７６,０００
７,５６０,０００
５,１８４,０００
４,４８２,０００
７,０２０,０００
２３,０７４,２００
２,８８３,６００
５,５９４,４００
７,３４４,０００
６,５８８,０００

８／16～11／30
８／16～１／31
８／30～３／28
８／30～３／28
８／30～３／28
８／30～３／31
８／30～３／31
８／30～３／31
９／ ６～２／15
９／ ６～２／15
９／ ６～２／15
９／ ６～３／31
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志　和
興　津
四万十町
四万十町
四万十町
仕出原
日野地
弘　瀬
土　居
土　居
土　居
日野地
北琴平町

㈲山一建設
㈲山一建設

㈱長大 高知事務所
応用地質㈱高知支店
応用地質㈱高知支店
㈲高南技術コンサルタント
構営技術コンサルタント㈱
㈲高南技術コンサルタント
㈲谷渕住設
岡山電気㈱
㈱日化住宅機器
㈱高建総合コンサルタント
㈲高南技術コンサルタント

平成30年度　入　札　結　果　（平成30年8月１日～8月31日）　　

※この入札結果は、予定価格250万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。
　契約金額は、消費税込みの金額。 〔お問い合わせ先〕 総務課　☎22-3111

平成 30年度　防災　第 2号　志和地区　耐震性貯水槽設置工事
平成 30年度　防災　第 3号　興津地区　高台用地造成工事
平成 30年度　防安金　第 5-002-2 号　四万十町橋梁長寿命化修繕計画 更新委託業務
平成 30年度　防安金　第 5-003-1 号　四万十町道路トンネル 定期点検委託業務
平成 30年度　防安金　第 5-003-2 号　四万十町道路トンネル維持管理計画 策定検討委託業務
平成 30年度　防安金　第 5-001-1 号　五社大橋　橋梁修繕設計委託業務
平成 30年度　防安金　第 5-001-2 号　日野地大橋　橋梁修繕設計委託業務
平成 30年度　防安金　第 5-001-3 号　重木橋　橋梁修繕設計委託業務
平成 30年度　町営住宅土居団地　新築工事（建築主体）
平成 30年度　町営住宅土居団地　新築工事（電気設備）
平成 30年度　町営住宅土居団地　新築工事（機械設備）
平成 30年度　防安金　第 5-004-1 号　柿谷橋 橋梁修繕設計委託業務
平成 30年度　防安金　第 5-004-2 号　北琴平橋　橋梁修繕設計委託業務

30歳代の国民健康保険
被保険者のみなさまへ

　四万十町では、若い世代からの健康意識の向上を図り、疾病
の予防・早期発見、健診の継続受診を目的に、30歳代を対象と
した１日人間ドックの受診費用の一部助成を行っています。
◆対象者
　昭和54年４月２日～平成元年４月１日生まれの四万十町国
民健康保険被保険者の方（受診日に国保資格を喪失している
方は助成対象外です）
◆実施期間／ 12月末まで
※申し込み時に医療機関の空き状況を確認して受診日を決定
します。
◆募集定員／ 20名程度（先着）
◆健診場所
・高知県総合保健協会 (高知市）
・中央健診センター（高知市）　・幡多健診センター（宿毛市）
・高知検診クリニック（高知市）
・ＪＡ高知健診センター（南国市）
・須崎くろしお病院（須崎市）
◆助成額
　人間ドック費用39,960円のうち、29,960円が助成されます。
　個人負担金１万円は、健診日に医療機関にてお支払いください。
◆お申し込み方法
　申し込み先に備え付けの「受診申込書」に必要事項を記入
のうえ提出してください。（印鑑が必要です）

　町では、下水道使用料金について平成 31 年
５月検針分（ただし農業集落排水使用世帯は４
月分）から、使用料金の改定を予定しています。
　このたび、「下水道使用料金改定（案）」を取
りまとめましたので、町民の皆さまの意見を募
集します。
■意見募集対象
　下水道料金改定（案）
■意見募集期間
　10月５日（金）～ 31日（水）
■意見提出方法
・各閲覧所の意見箱への投函
・下記の提出先への郵送、ＦＡＸ、電子メール
または持参
　様式は問いませんが住所、氏名、連絡先（電
話番号）を記載して、いずれかの方法により提
出してください。専用様式は町のホームページ
および各閲覧所にあります。
■資料の閲覧方法
　本庁舎閲覧所、各地域振興局閲覧所、興津出
張所、町ホームページでの閲覧。

  〔お申し込み先〕 
　町民課・ 興津出張所、大正町民生活課 、十和町民生活課
  〔お問い合わせ先〕 町民課　☎22-3117

意見公募を実施します

  〔お問い合わせ・提出先〕 
　〒７８６-８５０１　四万十町琴平町１６-１７
　環境水道課　☎２２-３１１９　FAX  ２２-５０４０
　 E-mail  110000@town.shimanto.lg.jp

平成３0年分の所得の申告相談より申告会場が変更になります

〔お問い合わせ先〕  
税務課　☎22-3116

　平成30年分（平成30年１月１日～平
成30年12月31日）の所得の申告相談会
場については、マイナンバー法施行に
より、これまで以上に厳重な個人情報
保護管理が必要となっていることから、
申告相談会場を５カ所に集約します。
　平成30年分の開催期間は平成31年 2
月 13 日から 3 月15 日の予定ですが、
詳しい日程や対象地区などは現在調整
していますので、決定次第お知らせし
ます。
　交通手段などでご不便をおかけしま
すが、ご理解の上ご協力をお願いします。
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2018年
漁業センサスに
ご協力を
お願いします

2018年
漁業センサスに
ご協力を
お願いします

　平成30年11月１日現在（流通加工調査は平成 31 年１月１日現在）で｢2018
年漁業センサス｣を実施します。
　「漁業センサス」は、我が国の漁業生産構造、就業構造を明らかにするとともに、
漁村、水産物流通・加工業などの漁業をとりまく実態と変化を総合的に把握する
ことを目的に、統計法に基づいて5年ごとに行う大規模な調査です。
　漁業の現状を知り将来を考えるための大切な調査です。ご協力をお願いします。

 〔お問い合わせ先〕   企画課　☎２２-３１２４
17 16四万十町通信一平成30年10月号四万十町通信一平成30年10月号

変 更 前 変 更 後（次回申告相談より）
【窪川地区】 【窪川地区】

立西町民会館

四万十町役場　東庁舎１階
多目的大ホール

七里集会所
東又地区基幹集落センター
仁井田町民会館
四万十町農村環境改善センター
興津海の家 同左（変更なし）
志和コミュニティセンター 同左（変更なし）

【大正地区】 【大正地区】

きらら大正

きらら大正旧大奈路小学校体育館

大正北ノ川多目的集会所

【十和地区】 【十和地区】

十和体育館 同左（変更なし）



  〔お問い合わせ先〕  がん検診、特定健診、後期高齢者健診の申し込みは　健康福祉課　☎22-3115  
　　　　　　　　　がん検診に関してのお問い合わせは　健康福祉課　☎22-3115　
　　　　　　　　　特定健診、後期高齢者健診に関してのお問い合わせは　町民課　☎22-3117

がん検診・特定健診・後期高齢者健診のお知らせ
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　歯・歯肉の状態や口腔清掃状態をチェックし、誤嚥性肺炎などにつながる口腔機能低下を予防するため、歯科健

康診査を実施します。皆さまのお口の健康状態を知る良い機会となりますので、後期高齢者の特性に合わせた歯科

健診を受診しましょう。

〔お問い合わせ先〕
 町民課　 ☎22-3117
 高知県後期高齢者医療広域連合　☎088-821-4896

 
後期高齢者医療制度の歯科健康診査

 を受けましょうを受けましょう
後期高齢者医療の被保険者の方は、
年１回、無料で歯科健康診査が受診できます。 ※治療が必要な場合は、別途費用がかかります。

受 診 方 法

歯科健診実施期間 10月１日（月）～ 平成31年２月28日（木）（５か月間）
事前に、受診を希望する登録歯科医院にご予約の上、受診してください。

町内の
登録歯科医院

持 ち 物

【窪川】かつみ歯科・小畠歯科医院・長山歯科診療所・こうなん歯科・矢野歯科診療所・
　　　 どい歯科クリニック
【大正】いわさき歯科　　【十和】土居歯科医院

・歯科健診は、実施期間内に無料となるのは１回のみです。重複受診が判明した場合は、
  費用を請求させていただきます。
・健診結果は、保健指導などに活用しますのでご了承ください。

高知県後期高齢者医療の被保険者の方
※ただし、長期入院中の方、施設などへ入所中の方は対象外となります。
（長期入院中の方や施設入所中の方は、すでに健康状態を把握され、医師や施設管理者などの指導を
  受けていると考えられることから、対象から除いています）
①前年度７５歳年齢到達者（昭和 17 年４月１日～昭和 18 年３月 31 日生まれの方）、平成
29年度に後期高齢者医療の歯科健診を受診された方には、受診券を事前に送付します。
②①以外の方は、申し込みにより受診券が発行され、健診を受けることができます。

※町外の登録歯科医院については、受診券に同封されている実施機関一覧表でご確認ください。
　受診券発送前に確認されたい方は、町民課までお問い合わせください。

被保険者証、受診券、問診票、入れ歯、お薬手帳

健診当日、受診した歯科医院で結果説明が行われます。

検査項目

対 象 者

健診結果

そ の 他

●歯の状態（歯の本数、義歯の状態など）　●嚥下機能評価（だ液の飲みこみテスト）　
●咀嚼力評価（噛む力）　　　●舌、唇機能評価（うがいができるかなど）
●咬合の状態（咬み合わせ）　●歯周組織の状態（歯周ポケット、歯肉出血の状態など）
●口腔衛生、清掃の状態
　（歯垢の付着状態、自分で口腔清掃できるかなど）
●その他、問診

★歯科健診の受診を希望される方は、町民課または
　高知県後期高齢者医療広域連合へお申し込みください。

そしゃくりょく

えんげ

こうごう

ご えんせい

19 18四万十町通信一平成30年10月号四万十町通信一平成30年10月号

健康広場 健康広場

月　日 事　業　名 場　所 時間（受付時間）

10
月

25 日（木）子宮頸がん・乳がん検診
四万十町役場　東庁舎 ９：00 ～ 10：30
東又基幹集落センター 13：00 ～ 14：30

26 日（金）子宮頸がん・乳がん検診
東又基幹集落センター ９：00 ～ 10：30
四万十町役場　東庁舎 13：00 ～ 14：30

27 日（土）特定健診・後期高齢者健診
大正健康管理センター ８：30 ～ 10：00
十和地域振興局 13：00 ～ 14：30

29 日（月）
子宮頸がん・乳がん検診 四万十町役場　東庁舎

９：00 ～ 10：30
30 日（火） 13：00 ～ 14：30

11
月

１日（木）子宮頸がん・乳がん検診
興津町民館 ９：00 ～ 10：30
四万十町役場　東庁舎 13：30 ～ 15：00

19 日（月）子宮頸がん・乳がん検診
大正北ノ川多目的集会所 ９：00 ～   9：30
昭和基幹集落センター 13：00 ～ 15：30

20 日（火）子宮頸がん・乳がん検診
打井川地域づくりセンター ９：30 ～ 10：00
十和体育館 13：00 ～ 15：30

29 日（木）結核・肺がん検診（ひろい） 窪川地区巡回 午前中



四万十町通信一平成30年10月号四万十町通信一平成30年10月号 2021

ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
ク
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク

・
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
演
奏
／
フ
ェ
ア

リ
ー
ピ
ッ
タ
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
・
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
パ
ー
ラ
ー

・
そ
の
他
飲
食
屋
台
な
ど
の
出
店

■
入
場
料
／
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ぼ
か
わ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ   

☎
２
４-

１
１
７
７

■
主
催
／
公
益
財
団
法
人
四
万
十

公
社　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ぼ
か
わ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
四
万
十
町

地
域
福
祉
活
動
計
画
推
進
委
員

会
ふ
れ
あ
い
健
康
づ
く
り
部
会

■
後
援
／
四
万
十
町
・
四
万
十
町

教
育
委
員
会
、
社
会
福
祉
法
人

し
ま
ん
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

四
万
十
手
仕
事
市
実
行
委
員
会

下
津
井

き
の
こ
バ
イ
キ
ン
グ

　

四
万
十
町
の
秋
の
味
覚
を
満
喫

で
き
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
28
日
（
日
）

　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
２
時

■
場
所
／
旧
下
津
井
小
学
校

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

下
津
井
い
き
い
き　

や
る
鹿
な
猪

　
　

  

☎
２
７-

５
０
０
８
（
西
村
）

第
62
回
高
南
地
域
畜
産

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
コ
ス

モ
ス
祭
り

　

牛
の
育
成
状
況
な
ど
を
評
価
す

る
『
共
進
会
部
門
』、
毎
年
人
気
の

豚
レ
ー
ス
、
バ
タ
ー
や
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
作
り
体
験
な
ど
、
畜
産
な
ら

で
は
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。
屋
台
・
餅
投
げ
な
ど
ご
家

族
連
れ
で
も
楽
し
め
ま
す
。
皆
さ
ま

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
10
月
28
日
（
日
）　

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
小
雨
決
行
）

■
会
場
／
本
堂　

東
又
新
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
高
知
県
立
農
業
担
い
手

育
成
セ
ン
タ
ー
内
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
南
地
域
畜
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

＆
コ
ス
モ
ス
祭
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　

   

☎
２
２-

０
５
３
７

谷
干
城
資
料
展
・
講
演
会

　
「
志
国
高
知 

幕
末
維
新
博
」
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
四
万
十

町
出
身
の
偉
人
「
谷
干
城
」
の
貴

重
な
資
料
や
、
谷
干
城
が
活
躍
し

た
当
時
の
様
子
を
再
現
し
た
ジ
オ

ラ
マ
な
ど
を
展
示
し
た
資
料
展
を

開
催
し
ま
す
。
併
せ
て
、「
谷
干
城
」

（
中
公
新
書
）
著
者
の
小
林
和
幸
氏

に
よ
る
講
演
会
も
実
施
し
ま
す
。

資
料
展

■
開
催
期
間

　
11
月
1
日（
木
）～
11
月
30
日（
金
）

　
※
月
曜
日
休
館

■
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
５
時

30
分
（
日
・
祝
日
は
午
後
４
時

30
分
ま
で
）

■
場
所
／
四
万
十
町
立
美
術
館

■
観
覧
料
／
１
０
０
円

※
期
間
中
町
内
で
買
い
物
を
し
た

証
明
（
レ
シ
ー
ト
な
ど
）
を
持

参
さ
れ
た
方
な
ど
は
無
料
で
す
。

詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
ま
た
は
ポ

ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

講
演
会

■
日
時
／
11
月
11
日
（
日
）　

　
午
後
０
時
30
分
～
午
後
２
時

■
場
所
／
し
ま
ん
と
町
社
会
福
祉

協
議
会　
2
階
会
議
室

■
講
師
／
小
林
和
幸
氏

　
（「
谷
干
城
」
中
公
新
書　
著
者
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

に
ぎ
わ
い
創
出
課　
　
　

 　
　

　
　
　

  　

 

☎
２
２-

３
２
８
１

四
万
十
町 

幕
末
維
新
・

草そ
う
莽も
う
の
志
士
た
ち

【
パ
ネ
ル
展
】

　
「
志
国
高
知　

幕
末
維
新
博
」
の

取
り
組
み
に
合
わ
せ
て
、
四
万
十
町

出
身
の
志
士
た
ち
を
紹
介
す
る
パ
ネ

ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／ 

11
月
2
日
（
金
）
～
14

日
（
水
）

※
休
館
日　
11
月
8
日
（
木
）

■
場
所
／
古
民
家
カ
フ
ェ
半
平（
旧

都
築
邸
）

■
入
場
料
／
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課
☎
２
２-

３
５
７
６

第
14
回

米
こ
め
フ
ェ
ス
タ

　

お
米
の
お
祭
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
物
や
出
店
も
。

■
日
時
／
11
月
４
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
／
四
万
十
緑
林
公
園

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

に
ぎ
わ
い
創
出
課

　
　
　

 　
　

  

☎
２
２-

３
２
８
１

第
43
回 

台
地
ま
つ
り

　

2
日
間
、
窪
川
市
街
地
全
体
が

お
祭
り
会
場
に
。

■
日
時
／
11
月
10
日（
土
）・11
日（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
場
所
／
窪
川
市
街
地
一
円

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
町
観
光
協
会　
　

 　
　

 

　
　
　
　
　

   

☎
２
９-

６
０
０
４

高
岡
神
社
秋
季
例
大
祭

　
七
五
三
や
「
お
な
ば
れ
」「
や
ぶ

さ
め
」
な
ど
。

■
日
時
／
11
月
15
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
／
高
岡
神
社

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
岡
神
社 

社
務
所　
　

 　
　

 

　
　
　
　
　

   

☎
２
２-

３
６
５
２

第
12
回
西
部
地
区
産
業
祭

　

大
正
・
十
和
地
区
で
毎
年
行
わ

れ
る
「
山
の
暮
ら
し
」
を
見
つ
め

直
す
イ
ベ
ン
ト
。
当
日
は
農
林
産

物
の
品
評
会
や
地
元
団
体
に
よ
る

出
店
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
18
日(
日)　

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場
所
／
大
正
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
体
育
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

大
正
地
域
振
興
課　

　
　
　
　
　
　

  

☎
２
７-

０
１
１
１

四
万
十
川
ア
ユ
の
再
生
と

流
域
の
地
域
未
来
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■
日
時
／
11
月
25
日(

日)

　
【
第
１
部
】
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時(

予
定)

　
【
第
２
部
】
四
万
十
の
ア
ユ
料
理

で
交
流
会　

午
後
５
時
30
分
～

午
後
７
時
30
分(

予
定)

■
場
所

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
…
四
万
十
農
業

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
交
流
会
…
四
万
十
農
協
会
館

■
参
加
費

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム(

無
料)

　
　
　
　
交
流
会(

３
千
円)

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
四
万
十
川
対
策
室　
　

　
　
　
　

 　

  

☎
２
２-

３
１
２
４

窪
川
児
童
福
祉
協
会
保
育

所
職
員
採
用
試
験
の
実
施

に
つ
い
て

■
採
用
予
定
人
員
・
受
験
資
格

・
正
職
員
保
育
士
若
干
名

　
保
育
士
資
格
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭

免
許
を
有
す
る
方
で
昭
和
53
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

・
正
職
員
調
理
師
１
名

　

調
理
師
免
許
を
有
す
る
方
で
昭

和
53
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

■
受
付
期
間

　
10
月
15
日（
月
）～
11
月
５
日
（
月
）

■
試
験
日
／
11
月
25
日
（
日
）

　

場
所
お
よ
び
時
間
に
つ
い
て
は

申
込
用
紙
に
記
載

■
申
込
方
法

　

見
付
町
民
館
内
窪
川
児
童
福
祉

協
会
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
自
筆
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

を
添
え
て
、
お
申
し
込
み
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
長
期
臨
時
職
員
・
パ
ー
ト
職
員

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
窪
川
児
童
福
祉
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
☎
２
２-

３
４
３
４

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
戸
数
／
４
戸

■
募
集
住
宅
／
興
津
第
2
団
地
、

江
師
第
1
団
地
、
今
成
団
地
、
大

正
城
山
ハ
イ
ツ（
ふ
る
さ
と
住
宅
）

■
申
込
受
付
期
限

　
10
月
31
日
（
水
）
必
着

■
必
要
書
類
／
入
居
申
込
書
・
住

民
票
・
完
納
証
明
・
所
得
を
証

明
す
る
書
類
な
ど

■
そ
の
他
／
①
申
し
込
み
は
１
回

の
募
集
に
お
い
て
１
世
帯
に
つ

き
１
通
に
限
り
ま
す
。
②
入
居

資
格
、
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
配
布
場
所

　

建
設
課
、
大
正
・
十
和
地
域
振

興
局
、
興
津
出
張
所

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　
　

☎
２
２-

３
１
２
０

行
政
書
士
の
無
料
相
談
会

　

終
活
の
関
す
る
法
律
相
談
。
福

祉
サ
ー
ビ
ス
で
の
非
課
税
制
度
の

取
り
扱
い
・
相
続
・
家
族
信
託
・

後
見
人
制
度
な
ど
。
そ
の
ほ
か
の

家
庭
で
の
法
律
相
談
。

■
日
時
／
10
月
20
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
場
所
／
し
ま
ん
と
ハ
マ
ヤ

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
知
県
行
政
書
士
会
西
支
部
長

　

下
元　

弘
章

　

☎
０
９
０-

９
７
７
２-

３
８
６
０

第
６
回

四
万
十
町
を
描
く
写
生
会

作
品
展

■
開
催
期
間

　

10
月
6
日
（
土
）
～
10
月
24
日

（
水
）
ま
で

　

９
月
１
日
の
四
万
十
町
を
描
く

写
生
会
で
描
い
た
高
岡
神
社
周

辺
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
入
館
料
／ 

無
料

■
開
館
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

　
日
曜
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

　
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
の
開
館

※
10
月
6
日
は
午
後
２
時
よ
り
表

彰
式
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
表

彰
式
終
了
を
も
っ
て
展
覧
会
開

催
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
休
館
日
／
月
曜
日
・
祝
日

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
町
立
美
術
館

　
　
　
　
　
　

☎
２
２-

５
０
０
０

と
も
し
び
歌
声
コ
ン
サ
ー
ト

　
東
京
・
新
宿
の
歌
声
喫
茶
グ
ル
ー

プ
「
と
も
し
び
」
と
地
元
の
合
唱

団
に
よ
る
出
前
歌
声
喫
茶
コ
ン

サ
ー
ト
。
懐
か
し
い
思
い
出
の
曲

を
み
ん
な
で
盛
大
に
歌
い
交
わ
し

ま
し
ょ
う
！

■
日
時
／
10
月
14
日
（
日
）

　
開
演　
午
後
2
時 

～　

　
終
演　
午
後
４
時
（
予
定
）

■
会
場
／
窪
川
四
万
十
会
館
ホ
ー
ル

■
前
売
券

　
一
般　
１
千
円

　
（
当
日
１
千
5
百
円
）

　
高
校
生
以
下　
５
百
円

　
（
当
日
1
千
円
）　

　
※
小
学
生
以
下
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
窪
川
四
万
十
会
館

　
　
　
　
　

   

☎
２
２-

４
７
７
７

■
主
催
／
公
益
財
団
法
人
四
万
十

公
社

■
後
援
／
四
万
十
町
・
四
万
十
町

教
育
委
員
会

十
和
地
区
民
運
動
会

　

昨
年
よ
り
、
18
年
ぶ
り
に
復
活

開
催
し
た
十
和
地
区
民
運
動
会
。

　

十
和
地
区
の
皆
さ
ま
が
元
気

い
っ
ぱ
い
に
競
技
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
14
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
（
雨
天
中
止
）

■
場
所

　
十
川
中
学
校　
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

十
和　

町
民
生
活
課

　
　
　
　
　

   

☎
２
８-

５
５
１
８

和
菓
子
展

「
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

と
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
」

　

松
鶴
堂
の
三
代
目
に
よ
る
楽
し

い
創
作
和
菓
子
展
。
入
場
無
料
。

■
日
時
／
10
月
20
日
（
土
）・
21
日

（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場
所
／
古
民
家
カ
フ
ェ
半
平

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

古
民
家
カ
フ
ェ
半
平
事
務
所

☎
０
５
０-

８
８
０
７-

５
０
７
５

第
24
回
四
万
十
川

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

　

全
参
加
者
合
計
２
千
６
０
０
人

が
四
万
十
川
沿
い
を
走
り
抜
け
ま

す
。
当
日
は
交
通
規
制
な
ど
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
沿
道
で
の
ご

声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
21
日
（
日
）

　
60
キ
ロ
ス
タ
ー
ト 

午
前
10
時

■
ス
タ
ー
ト
会
場

　
こ
い
の
ぼ
り
公
園

※
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分
ま

で
の
１
時
間
は
全
面
通
行
止
と

な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

十
和　

町
民
生
活
課

　
　
　
　

 　

  

☎
２
８-

５
５
１
８

ス
ポ
レ
ク

四
万
十
２
０
１
８

■
日
時
／
10
月
28
日
（
日
）

　
開
演　
午
前
10
時
～

　
終
演　
午
後
3
時
（
予
定
）

■
会
場
／
四
万
十
緑
林
公
園

■
内
容

・
体
験
イ
ベ
ン
ト
／
青
空
ヨ
ガ
・
ス

 
募
　
集

 

お
知
ら
せ

 

イ
ベ
ン
ト



四万十町通信 9月号 19ページ「海洋堂ホビー館四万十ほりだしつーしん」と「しまんとポークどんぶり街道」の【最終回】表記は、誤りでした。
お詫びして訂正いたします。

お詫びと
訂正

①鶏肉に塩・こしょうで下味をつけ、２００℃
のオーブンで15分～20分、様子を見な
がら焼く。（フライパンで焼いてもOK）

②Ａを鍋に入れて火にかけ、ソースを作る。
③焼きあがった鶏肉に②のソースをかけて
完成。

…１００ｇ
…少々

…………適宜

【材　料】（１人分）
鶏もも肉
塩・こしょう　
油

マーマレードチキン

これらを混ぜ合わせて、塩こしょうをした鶏肉を漬け込んで焼くと
タンドリーチキンができます。

プレーンヨーグルト…３０ｇ　カレー粉…２ｇ　トマトケチャップ…２０ｇ
ウスターソース…５ｇ　こいくちしょうゆ…２.5ｇ

マーマレード
こいくちしょうゆ　
白ワイン
すりおろしにんにく

……………１２ｇ
…小さじ１/２

…………小さじ１/２
……少々

Ⓐ

Let’s cooking !！ おうちで 給食レシ ピ

大正学校給食

センター編

ちなみに

23 四万十町通信一平成30年10月号

日付 曜日 内　　　容 時　間 場　　　所 お問い合わせ

10 月
10 水

乳幼児健診 対象者に個別通知 十和保健センター 十和町民生活課　☎ 28-5112
人権相談所　大正　（岡林・横山） 10:00 ～ 15:00 大正地域振興局　２階小会議室 大正町民生活課　☎ 27-0112

11 木
【大正】１日行政相談 10:00 ～ 12:00 大正地域振興局　２階小会議室 大正地域振興課　☎ 27-0111
【十和】１日行政相談 13:00 ～ 15:00 十和地域振興局　１階　町民室 十和地域振興課　☎ 28-5111

12 金
13 土 休日水道修理当番 日化住宅機器　☎ 22-0407

14 日
休日水道修理当番 宮脇水道　　　 ☎ 22-1581
休日在宅当番医 くぼかわ病院　 ☎ 22-1111

15 月
40010 のたから 川口保育所 / 小鳩保育所 18:45
赤ちゃん相談・ひまわり相談・母乳相談 13:30 ～ 16:00 窪川地域子育て支援センター 健康福祉課　 　☎ 22-3115

16 火
17 水 2 歳 6 か月健診 対象者に個別通知 役場東庁舎 健康福祉課　 　☎ 22-3115
18 木
19 金
20 土 休日水道修理当番 高橋設備　　　 ☎ 22-0662

21 日
休日水道修理当番 桑原水道　　　☎ 22-1163
休日在宅当番医 大西病院　　　 ☎ 22-1191

22 月 役場からのお知らせ 18:45
23 火
24 水 4 か月・7 か月・12 か月児健診 対象者に個別通知 窪川地域子育て支援センター 健康福祉課　 　☎ 22-3115
25 木
26 金
27 土 休日水道修理当番 横山建材店　　☎ 22-3608

28 日
休日水道修理当番 岩本商店　　　☎ 22-2716
休日在宅当番医 くぼかわ病院　☎ 22-1111

29 月 役場からのお知らせ 18:45
30 火

31 水

町県民税（3 期） 税務課　　　☎ 22-3116
国民健康保険税（4 期） 税務課　　　☎ 22-3116
介護保険料（4 期） 健康福祉課　☎ 22-3115
後期高齢者医療保険料（4 期） 町民課　　　☎ 22-3117

11 月
1 木
2 金 乳幼児健診 対象者に個別通知 大正健康管理センター 大正町民生活課　☎ 27-0112

3 土
休日水道修理当番 日化住宅機器　   ☎ 22-0407
休日在宅当番医 くぼかわ病院  　 ☎ 22-1111

4 日
休日水道修理当番 宮脇水道　　  　 ☎ 22-1581
休日在宅当番医 くぼかわ病院   　☎ 22-1111

5 月
学びの時間 18:45
赤ちゃん相談・ひまわり相談・母乳相談 13:30 ～ 16:00 窪川地域子育て支援センター 健康福祉課　   　☎ 22-3115

6 火 子育てほっと相談 9:30 ～ 11:30 大正地域子育て支援センター 大正町民生活課　☎ 27-0112
7 水
8 木
9 金

10 土 休日水道修理当番 高橋設備　　　 ☎ 22-0662

11 日
休日水道修理当番 桑原水道　　　 ☎ 22-1163
休日在宅当番医 くぼかわ病院 　☎ 22-1111

12 月 役場からのお知らせ 18:45
13 火 【窪川】１日行政相談 10:00 ～ 15:00 農村環境改善センター １階会議室 総務課　　　 　☎ 22-3111
14 水 １歳 6 か月健診 対象者に個別通知 役場東庁舎 健康福祉課　 　☎ 22-3115

しまんと健康ホットライン
☎0120-788-410四万十町  くらしのカレンダー

平成30年 ★ 健康・医療・介護・育児相談
★ 医療機関情報の提供

24時間
年中無休

※休日水道修理当番は窪川地区のみです。
大正・十和地区の方は各地域振興局にお問い合わせください。
大正地域振興課　☎ 27-0111　　十和地域振興課　☎ 28-5111

〔行政放送お問い合わせ先〕
毎週月曜日更新　四万十ケーブルテレビ　☎ 22-1117

〔各種健診お問い合わせ先〕
健康福祉課　☎ 22-3115

休日在宅当番医
【大正診療所】休日・夜間の急患の診療に対応しています。
必ず電話で確認のうえ受診してください。　☎ 27-0210

　
お
問
い
合
わ
せ

１日行政相談 … 国の仕事・サービスでお困りの方、ご相談ください。
【窪川】行政相談員　森 英真　【大正・十和】行政相談員　林 久志 人権相談 … 無料・秘密厳守です。

納期のお知らせ

ひまわり相談は、

育児の悩みや子どもの発達、

保護者自身の健康の悩みを

医師に相談できます。
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四万十川の

水質状況町のうごき

人口 前月比
男
女
計

世帯数

出生 死亡 転入 転出
男
女
計

適正値（mg/ｌ）
リン酸 ≦  1.0
硝　酸 ≦  0.5

アンモニウム ≦  5.0
アニオン活性剤 ≦  1.0
化学的酸素要求量 ≦10.0

調査：大正（吾川） 
資料：四万十高校自然環境部

川
の
町
か
ら
国
道
56
号
を
北
進
し
、

汢
の
川
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
群

を
過
ぎ
た
辺
り
か
ら
が
六
反
地
で
あ
る
。

こ
こ
六
反
地
は
、
伊
達
家
・
伊
予
宇
和
島

藩
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。
　
　

　関
ヶ
原
の
合
戦
で
徳
川
の
世
が
始
ま
り
、

さ
ら
に
大
坂
冬
の
陣
の
後
、
仙
台
藩
主
・

伊
達
政
宗
が
伊
予
宇
和
島
藩
を
与
え
ら
れ
、

政
宗
の
長
男
・
秀
宗
が
初
代
藩
主
と
な
る
。

こ
の
時
に
政
宗
は
、
伊
達
家
中
か
ら
選
り

す
ぐ
り
の
家
臣
団
を
秀
宗
に
付
け
た
。特

に
、
筆
頭
家
老
と
し
て
送
り
込
ん
だ
山
家

清
兵
衛
公
頼
は
、政
宗
の
信
頼
も
厚
く
、い

わ
ば
懐
刀
で
も
あ
っ
た
。政
宗
は
秀
宗
に

対
し
て「
清
兵
衛
の
言
う
こ
と
は
、
政
宗
の

言
葉
と
し
て
聞
け
」
と
申
し
渡
し
た
と
い

う
。清
兵
衛
も
、
政
宗
か
ら
の
信
頼
通
り
、

宇
和
島
藩
の
た
め
に
精
力
的
に
働
い
た
。

　と
こ
ろ
が
、
も
と
も
と
折
り
合
い
の
悪

か
っ
た
、
清
兵
衛
と
同
じ
家
臣
団
の
中
に

い
た
侍
大
将
・
桜
田
玄
蕃
元
親
と
対
立
。

清
兵
衛
は
、
桜
田
一
派
に
よ
っ
て
殺
害
さ

れ
て
し
ま
う
。（
玄
蕃
本
人
は
、
当
日
は
大

坂
に
滞
在
し
て
い
て
手
を
下
し
て
は
い
な

い
。ま
た
、
秀
宗
に
よ
る
指
令
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
る
）。こ
の
時
、

清
兵
衛
の
次
男
・
三
男
・
四
男
ま
で
も
殺

害
さ
れ
た
が
、
妻
・
ス
ミ（
資
料
に
よ
っ
て

は「
澄
子
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
）と
清
兵
衛
の
母
親
は
逃
げ
延
び
た
。

　悲
し
み
に
く
れ
る
妻
・
ス
ミ
は
仙
台
へ

赴
き
、義
父
で
あ
る
政
宗
に
事
の
顛
末
を
報

告
し
た
後
、最
愛
の
夫
と
子
ど
も
た
ち
の
供

養
の
た
め
宇
和
島
へ
向
か
う
。そ
の
途
上

（
一
度
宇
和
島
ま
で
戻
っ
て
、
再
度
仙
台
へ

向
か
う
時
で
あ
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
）、

R439

R381 R56

土佐
大正

至

至 黒潮町

十川

窪川

窪

0
7
7

12
13
25

19
21
40

13
12
25

9月1日
8,189
9,128
17,317
8,561

窪川地域 12,247人 大正地域 2,424人 十和地域 2,646人

測定範囲以下
0.369

測定範囲以下
0.05

測定範囲以下

ー6
3

－3
5

（９月3日）　 

こ
の
六
反
地
ま
で
来
た
時
に
病
に
倒
れ
亡

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。こ
の
時
に
、
ス
ミ
を

献
身
的
に
介
抱
し
、亡
骸
を
手
厚
く
葬
っ
た

地
元
民
が
、ス
ミ
を
祀
る
た
め
に「
幸
霊
祠
」

を
建
て
た
。今
も
そ
の
碑
が
残
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
宇
和
島
で
は
清
兵
衛
亡
き
後
、
清

兵
衛
の
政
敵
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
藩
の
重

要
人
物
ま
で
も
が
事
故
死
や
病
死
が
相
次
ぎ
、

ま
た
飢
饉
や
災
害
に
度
々
見
舞
わ
れ
た
。こ

れ
ら
は
す
べ
て
清
兵
衛
の
怨
み
で
あ
る
と
し

て
、藩
は
、清
兵
衛
の
屋
敷
跡
に「
和
霊
神
社
」

を
創
建
し
、清
兵
衛
の
霊
を
慰
め
た
。そ
の
後
、

六
反
地
に
も
和
霊
神
社
を
建
て
る
こ
と
に
な

り
、清
兵
衛
と
ス
ミ
を
合
わ
せ
て
祀
っ
た
。今

も
国
道
と
旧
道
の
分
岐
点
の
す
ぐ
そ
ば
の
、

線
路
の
西
に
和
霊
神
社
、
国
道
の
東
脇
に
幸

霊
祠
が
あ
り
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
清
兵
衛
と

ス
ミ
が
仲
良
く
祀
ら
れ
て
い
る
。

　さ
て
、
町
分
と
郷
分
合
わ
せ
て
62
世
帯
、

1
2
4
人
が
暮
ら
し
て
い
る
こ
こ
六
反
地

に
は
、
昭
和
30
年
代
ま
で「
大
綱
引
き
」が

行
わ
れ
て
い
た
。地
区
に
と
っ
て
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
、
地
区
の
上
と
下
に
分
か
れ

て
の
真
剣
勝
負
。当
日
は
、
出
店
も
出
て
の

大
に
ぎ
わ
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。

 ☎（0880）22-3124
　（0880）22-3123FAX本文など内容の一部に見やすく読みまちがえにくい

ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

高知市

（8月中の届出）

六
反
地

ろ
く

た
ん

じ

踏切横の和霊神社と国道脇の幸霊祠

せ
い
べ
え
き
ん
よ
り

や
ん
べ

さ
く
ら
だ
げ
ん
ば
も
と
ち
か


